
新潟市の中心地、日本海をのぞむ信濃川河口に浮かぶ万

代島地区に、2003年7月12日、「新潟県立万代島美術館」が

オープンします。

万代島地区には、コンベンションセンターを中心とする複合

施設「朱鷺メッセ」と、日本海側最高の、地上140メートル31

階の万代島ビルディングが建設されており、美術館はビルの5

階のフ回アにな')ま孔

新潟県は、県民のみなさんが芸術文化にふれあう機会をさ

らに充実させるため、新しい美術館の開設準備をすすめてき

ており、オープンする万代島美術館は、長岡市にある近代美

術館に続き、県立の美術館としては2館目にな'りま曳

開館まであと半年。万代島美術館は、近代美術館と連携

をはか'りながら、環日本海のゲートウェイ新潟の新しいシンボ

ルとして、芸術文化の発信地として、これから大きな役害」を果

たしていくことになります。

1993年、長岡市に近代美術館が設置され、多くの県民

に芸術文化に親 しむ機会が提供されてきました。収蔵品も

2500点をこえ、積極的に展示する機会と場所が求められ

てきています。

このたび、新潟市万代島にオープンする県立万代島美

術館は、1又蔵品の中から、1945年以降の作品を中心に紹

介 していきます。県都の芸術文化の発信地となり、国際的

な文化交流の拠点として、県民のみなさまに親 しんでいた

だける、やすらぎと活力を与える美術館をめざしています。
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万代島美術館は、「現代の美術」の作品を収集するととも

に、魅力ある企画展を行っていきます。また、いろいろな

時代の作家の作品を扱う一方で、これからさまざまな方向

へと展開を遂げつつある、近隣のアジア諸国の美術も紹

介します。

万代島美術館は、「現代の美術」における新しい価値を

積極的に発掘し、チャレンジする美術館をめざしており、

ますます多様化していく美術を新しい視点でとらえていき

たいと考えています。
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たくさんの方 か々ら新美術館の
名称を考えていただきました。

美術館の名称を全国から募集した結果、6

才から95才まで2,809件もの応募があ'りました。

中には「イマドキ美術館」、「新潟アルビ美術

館」など大変ユニークな名称実もあ'りました状

選考委員会により、「万代島美術館」、「朱鷺

メッセ美術館」、「新潟アート館」、「万代島アー

トホール」の4点が選ばれ、新美術館にふさわ

ば ん だ い じ ま

新綿県立万代島美術解
The Niigata Bandaijima Art h/1useum

しく、わか'りやすいことから「新潟県立万代島

美術館」に決定しました。

表彰式は、9月12日に知事室で行われ、最

優秀賞の松木めくみ`さん、住作の高橋初美さ

んに平山知事から表彰状と賞金が授与され

ました。二人とも緊張した表情で、「とてもうれ

しい」、「大変驚いた」と感想を述べていました。



万代島美術館の施設につしヽて
「朱鷺メッセ」の中にある万代島ビルディングの5階フロアが美術館であ

周辺環境との調和を考えながら、親しみの持てる空間になるよう、設計に工夫がされていま抗

代島美術館の設計にあたつて
信濃川の河口に位置する万代島は、かつては砂地の中洲であったも

のが、いつしか川岸と一体化してllW状の地形になったものと聞き及びま

曳 信濃川の河口に拓けた港まち新潟にとって、佐渡とを結ぶフェリータ

ーミナルや港湾ドック、漁協の水揚げ施設などが散在するこの島は、い

わば新潟の街の成り立ちを示す場所のひとつとも言えるでしょう。

当美術館の計画は、この万代島全体を日本海祖1における国際交流拠

点としてのコンベンション・センター(愛称 :朱鷺メノセ)に整備する再開

発事業の一環として、国際的な芸術。文化の交流の場となることを目指

すと共に、県民に広く美術鑑賞の機会を提供する施設を創ろうとするも

のです。

設計にあたっては、国際級の展覧会や海外の美術館 ・作家との交流

をふまえた先進の展示環境を構築し、国際交流拠点をうたう朱鷺メッセ

にふさわしい美術館となるよう留意しました。特に光学設計を駆使した

展示照明は、来館者がリラックスした心持ちで作品鑑賞に集中できる、

快適な展示空間を演出してくれることでしょう。
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また、スムーズに鑑賞できるシンプルな動線計画や、館内全域に敷き

つめる北米産の広幅フローリング(ダグラスファー)など、小さいながらも

居心地の良い美術館として、皆様に親しんで頂ける施設となることを期

待していま帆
田覚 治 (鹿島デザイン チーフデザイナー)

美術館で作成したオリジナルの番組などを

ョンの美しい映像で鑑賞することができま軌

情報検索スペース

美術館の所蔵品について詳しく調べることができま軌

美術館で開催さllている展覧会などの情報も得ること

ができま軌

エントラこ
entranc

イ
　
／

展示室
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展示室|よ全体で ]400平 方メートルありま曳 大きな

空間をパネルを用いて仕切ることによつて、展覧会に

あわせた空間をつくることができま軌
展示室



エントランス回ビー

ス回ビー

)lobby

作品保管のためのスペースです。貫重な作品を保管するため

には、温度 湿度を一定に保ち、カビや冒虫から作品を守る必

要があります。そのため、収蔵庫内 よ常に一定の温度 湿度に

保たれるようになつていま軌
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美術館職員の事務や展覧会準備、調査

研究のためのスペースであ 学芸員|よ、

ギヤラリー トークや講座などで、みな

さんにお会いすることになりま軌



ScheduloEE会スケジュール2003年 度企画展のご案内
~H~ブ

レチ巧 ラ所蔵轟百
~~~~~

「いろ。かたち。さまざまな表現」
(5月1日～5月5日)

開館記念展I
「絵画の現在~日
本の作家は何を表現したか」

~~

(7月12日～8月17日)

開館記念展I ― ___  ―

「コレクター・駒形十吉の眼」
(8月23日～9月28日)

開館記念特別展
_「市民の時代一フランス・ハルス _

とハールレムの画家たち」
(10月7日～11月30日)

「色彩と形のアラベスク
アメリカ現代陶芸の系譜1950‐1990」_

(12月6日～2004年1月18日)

「明日への夢をのせて
新潟の作家100人」

_(1月24日～3月7日)____ __

所蔵品展
「横山操展」 ――――-   1

(3月13日～4月18日)

※展覧会名は仮称で曳 また、会期は変更されることがありま曳

茄
５
」
６
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開館記念展 I

絵 画 の 現 在
～

日 本 の 作 家 は 何 を 表 現 した か
～

作家は、「1可をどのように表現するのか」という問題に常に立ち向かってきま

した。現在、55歳以下でこうした問題に純粋に取り組みながら、意欲的な

制作活動を行っている国内の作家を選び、最近作を12の個展という構成で

紹介しまえ

開館記念展 E

コレクター・駒形十吉の眼
駒形+吉 氏は、実業家として活躍しながら、美術愛好家として長年にわたって

国内外の第一級の美術品を収集し続け、「長岡現代美術館」や「駒形十吉記

念美術館」を設立しました。この展覧会では、駒形氏がコレクションした作品を

通して、コレクターとしての「眼」を検証します。

開館記念特別展

市 民 の 時 代
～

フランス
・
Aル スとA― ル レム の 画 家 た ち

～

新潟県とオランダ北ホラント州の友好交流を記念し、ハールレム市にあるフラ

ンス・ハルス美術館の所蔵品から、オランダの17世紀を代表する巨匠フラン

ス・ハルスの晩年の代表作「養老院の女性理事たち」を含む、オランダ絵画黄

金期の作品60点を紹介しま孔

色彩と形のアラペスク
～
アメリカ現代陶去の系譜 1950‐1990～

戦後のアメリカの陶芸家たちは、日本の陶芸の影響を受けながら、

鮮やかな色彩と自由な形態をもった独創的な作品を制作しました。

この展覧会では、1950年代から90年代にかけて、69名の陶芸家

によって制作された131点の作品を通して、アメリカ陶芸40年のあ

ゆみを紹介しま孔

明 日へ の 夢 を の せ て
～

新 潟 の 作 家 100人 展
～

万代島美術館では、新潟県出身、ゆかりの作家を積極的にとりあ

げていきま孔 その第1回となる本展では、現在活躍のめざましい

100人の作家を選び、新潟の美術の今を紹介します。

フランス・ハルス

「養老院の女性理事たち」(1664年頃)
フランス・ハルス美術館蔵

フローリス・ファン・デイク
「チーズと果物のある静物」(1613年)
フランス・ハルス美術館蔵

エイドリアン・サンクス       ピ ~ター・ヴォーコス

「かもしか蓋台付重」(1977年) 「 スタック」(1985年)
個人蔵           個 人蔵
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鱒
t島美術館のコレクション

1945年 以降の現代の英術を中心とじて、日本の美締、
○日本の美術 :日本の現代の美術の流れを展望するにふさわしい作家の作品

世界の業櫛.新潟の美術を収集じていま抗

○世界の美術 :現代の美術に大きな影響を与えた作家および近隣諸国を中心としたアジア地域の作家の作品

ロイ・リキテンスタイン「睡蓮と期D」 (1992年)
ステンレス・スチール板、スクリーン・プリント

(1992年 )


